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【はじめに】生活習慣病の予防、早期治療を行うためには血管病変の早期発見が必要であ

り、超音波血管イメージングの高分解能化によって血管病変のより早期の発見が可能とな

る。我々は周波数領域干渉計法を用いた高距離分解能血管イメージング法を提案してきた。

本研究では参照波コンパウンド法を提案する周波数領域干渉計法に適用し、エコー電力の

推定精度について評価する。 

【実験方法と結果】参照波コンパウンド法は複数の参照波を使用し、各参照波を用いて描

出された周波数領域干渉計法画像を重畳する。複数の参照波を用いることにより、血管壁

の傾きによらない安定した画像化が期待できる。本研究では 0 度から 10 度の傾斜角をもつ

6 層の境界面から成る構造体から得られる受信信号を作成し、１参照波を用いた場合、参照

波コンパウンド法を用いた場合の周波数領域干渉計法画像を比較した。図 1 に示すように、

両者とも６目標の分離、位置推定に成功している。しかし、1 参照波を用いた場合では層構

造体の傾きにより推定電力が 20 dB 以上変動する。一方参照波コンパウンド法を用いた場

合では変動幅が 3 dB 以下である。この結果は参照波コンパウンド法により血管壁の傾きに

よらず安定して推定電力が求められることを示唆している。また、商用の超音波診断装置

により健常者の in vivo 頚動脈データを取得し、提案する参照波コンパウンド法を用いた高

分解能イメージング法を 1 frame の IQ data に適用した。使用したプローブはリニアアレ

イプローブであり、送信波の中心周波数は 7.5 MHz、走査線間隔は 0.27 mm である。この

結果、1 frame の in vivo ヒト頚動脈の IQ data から高分解能超音波頚動脈画像が得られた。

このことから、提案法により時間分解能を低下させることなく高分解能血管イメージング

が in vivo において実現できることがわかった。 

【結論】参照波コンパウンド法を用いた周波数領域干渉計法により、空間分解能を維持し

た上でエコー電力の推定精度を改善できることがわかった。また、提案法を用いることに

より、既存の医用超音波診断装置に信号処理部分を加えるだけで時間分解能を低下させず

高分解能血管イメージングが実現可能であることが示された。 



 


